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私たちの「病院図書室」が、「科学技術文

献速報や、ＪＯＩＳ，ＳＴＮＩｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌのデー

ターベースの収録対象誌として新たに加わる

ことになりました。このことで、より多くの

方々に本誌を知っていただける機会が増えた

ことになり、編集部一同、喜びの反面、今ま

で以上に責任を痛感しております。

「病院図書室」は、現在、ふたつの役割を

果たしていると思います。ひとつは、私たち

図書館員にとって、年４回発行される最新の

マニュアルとしての役割。もうひとつは、病

院図書室をとりまく、利用者や医療界・図書

館界の関係者との接点としての役割です。

昨年の製薬会社の文献サービスの自粛の影

響やきびしい医療情報の中で、今、新たに病

院図書室の存在が問われはじめており、各担

当者は、孤軍奮闘し病院図書室を守り発展さ

せています。だからこそ、より多くの方々と

病院図書室について意見交換していくことが

大切であると感じています。

今年度より編集部の責任者を引き受けるこ

とになりました。その責任の重さをひしひし

と感じています。図書館員ひとりひとりの声

が、より多くの人々の心に届くような、病院

図書室に根ざした編集を心がけていきたいと

思います。 （前田 元也）
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